
37 期同好会活動紹介～近江八幡探訪～ 

芦みな会（37期）副代表 渡辺敬介 

芦みな会歴史探訪倶楽部では年に数回、近畿各地の史跡・名所を訪問し、その歴史

を勉強するとともに名物料理を味わっています。本稿では一例をご紹介したいと思

います。 

昨年 9 月 27 日に、豊臣秀次が築き江戸時代以降は近江商人が拠点とした滋賀県近

江八幡市を訪ねました。まず市内の八幡山に登り、八幡山城西の丸跡から琵琶湖の

景色を眺めながら、秀次が琵琶湖から市内への堀を作って人や物資の移動を容易に

したことがその後の街の繁栄の基盤となったと、ガイドさんから説明を受けてその

功績を偲びました。 

下山してヴォーリズ設計のレトロモダンな洋館でデザイン性、実用性に優れたアン

ドリュース記念館や旧八幡郵便局を見学後に近江牛のすき焼きで舌鼓を打ち、エネ

ルギーを補給。午後はまず堀めぐりの船で約 30 分間沿岸の煉瓦工場の煙突やＮＨ

Ｋ連ドラ「朝が来る」のロケに使われたレトロな街並みを楽しみました。乗船前に

はやや蒸し暑さを感じていましたが、船で揺られていると心地よい涼しい風が吹き、

心と体を癒してくれました。 

下船してイギリス風の庭園が整備されているラ コリーナに移動、広い店内の散策

とバームクーヘンや和菓子の買物と喫茶でひと時の時間を過ごしてから、15 名の

参加者全員が無事故で芦屋に帰還しました。 

本倶楽部のメンバー同士はいつも和気あいあいとしゃべりながら各所を訪問して

います。今後も足腰が元気なうちは活動を継続していく予定です。 
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